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鹿児島県産カスミサンショウウオの産卵生態と
生息環境モデルを用いた生息域推定

宅間友則 1・今吉　努 1・鮫島正道 2

〒 895–0012　薩摩川内市平佐町 2416　新和技術コンサルタント (株 )　

899–4395　鹿児島県霧島市国分中央 1–12–42　第一幼児教育短期大学内鹿児島県野生生物研究会本部

　はじめに

　カスミサンショウウオ（Hynobius nebulosus）は，

サンショウウオ目サンショウウオ科に属し，愛知

県以西に分布する代表的なサンショウウオ類であ

る．鹿児島県は分布域の最南端に当たり，県内で

確認されているサンショウウオ類 4種（コガタブ

チサンショウウオ，ベッコウサンショウウオ，オ

オダイガハラサンショウウオ，カスミサンショウ

ウオ）のうち，本種は唯一平地から丘陵地のいわ

ゆる里山を生息環境としている．通常，成体及び

幼体は陸域で生活しており，落葉層が厚く餌の土

壌動物が豊富な樹林や竹林等で見られるが，産卵

は水域で行われるため，繁殖期（12月から翌年 2

月頃まで）には水田や水路，溜め池等に集まる（図

1）．このように人間の行動圏付近で生活している

ことから，他のサンショウウオ類に比べ人為的影

響を受けやすく，近年耕作放棄や農薬の使用等に

よる生息環境の悪化に伴い，急速に個体数を減ら

している．環境省レッドリスト（2012年）及び

鹿児島県レッドデータブックでは，“ 絶滅危惧 II

類 ”に指定されている．

　鹿児島県内のカスミサンショウウオの生息範囲

については，畑田・石作（1988），鮫島（1995），

中間ら（2005, 2008）による報告がある．それに

よると出水平野を中心に，平地から丘陵地にかけ

ての水田地帯での確認例が多いが，いずれも「点」

による断片的な確認であり，その全貌は明らかに

されていない．本報告では，鹿児島県野生生物研
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図 1．カスミサンショウウオの生活史．
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図 3．簡易植生断面図（○：確認箇所）．

No. 調査地点 調査年月日 卵嚢 幼生 幼体 成体 確認環境等
1 出水市高尾野町下高尾野 2002.2.9 7 － － 1 コンクリート水路（プラスチックトレー，植物根），水田畦

2004.1.24 － － － 1 水田畦
2007.1.28 3 － － － 水田（溜まり水）
2013.1.10 － － － －

2 出水市野田町上名上餅井 2002.2.9 6 － － 死体 1 素掘り水路
2004.2.21 10 － － － 素掘り水路
2007.2.19 4 － － － 素掘り水路（水際植物）
2007.2.27 － 5 － － コンクリート水路
2007.3.3 － 2 － － コンクリート水路
2007.3.12 － 15 － － コンクリート水路
2013.1.10 6 － － － シート張り溜め池

3 出水市野田町上名受口 2003.2.8 10< － － 死体 1 素掘り溜め池（枯木）
2004.1.24 － － 1 － 竹林
2004.1.31 － － 1 － 竹林
2005.3.19 － 3 1 － 素掘り溜め池，竹林
2005.3.31 － 10 － － 素掘り溜め池
2007.1.28 30< － － 3 素掘り溜め池（枯竹）
2007.2.19 10< － － 5 コンクリート水路（落葉），素掘り溜め池（枯竹）
2013.1.10 2 － － 1 素掘り溜め池，放置屋根材下

4 阿久根市折口 2005.1.31 － － － －
2005.3.31 － 3 － － 放棄水田
2007.2.19 20< － － － 放棄水田（落葉，枯木）
2013.1.10 － － － －

5 阿久根市多田 2005.3.31 － 10< － － 蓮池
2013.1.10 － － － －

表 1．カスミサンショウウオ確認状況一覧．
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究会の活動の一環として，1993–2007年及び 2013

年に同地区で実施した調査成果を基に生息環境の

普遍性を解明し，生息環境モデルによる生息域推

定を試みた．また確認情報を整理し，生活史にお

ける，自然物に固執しない多様な微環境の利用に

ついて考察した．

　調査地と調査手法

本調査は 2002–2005 年，2007 年，2013 年の

1–3月，出水市の出水平野西側の野田川流域，阿

久根市の折口川流域の水田地帯で実施した（図

2）．陸域では倒木や転石の下に潜む成体や幼体を

生活史 自然・二次的自然 人工構造物

繁殖・産卵

・土側溝，素掘りの溜め池，湿地帯
【産卵床】
・水際植物（根）
・水中の枯死木，落葉

・コンクリート水路
・シート張りの溜め池
【産卵床】
・水路壁面や水底の窪み
・プラスチックトレー

幼生 ・土側溝，素掘りの溜め池，浅池 ・コンクリート水路
・シート張りの溜め池

幼体・成体

・水域周辺の竹林，樹林（二次林）
【隠れ家】
・転石の下
・枯死木，落葉の下

【隠れ家】
・放置されたトタン，ビニールシート，板材の下

表 2．カスミサンショウウオの生活史と利用環境．

図 6．人工物への産卵（左から，プラスチックトレー裏，コンクリート水路，シート張り溜め池）．

図 5．自然物への産卵（左から，枯木，枯竹の中，落葉）．

図 4．カスミサンショウウオの生息環境モデル．
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確認し，水域では卵嚢や幼生の確認（タモ網によ

る）を行った．確認地点では生息環境の共通性を

把握するため植生調査を行い，簡易的な植生断面

図を作成した．

　調査結果

表 1に 2002–2007年，2013年に実施した現地

調査結果を示す．本調査では，卵嚢 100個以上，

幼生 48個体以上，幼体 3個体，成体 13個体を確

認した．特に出水市野田町上名受口及び阿久根市

折口では多くの卵嚢を確認したため，確認地点の

簡易植生断面図作成を行った（図 3）．これら断

面図を基に，カスミサンショウウオの生息環境モ

デルを作成した（図 4）．

表 2に本調査で確認された，生活史ごとの利

用環境を整理した．カスミサンショウウオは一対

のバナナ状もしくは小さく巻いたヒモ状の卵嚢を

水中の木の枝や落葉，水草などに産卵するとされ，

本調査でも概ね同様の産卵生態を確認した（図

5）．一方，プラスチックトレーの裏やコンクリー

ト側溝の壁面，シート張り溜め池など，人工物（構

造物）への産卵例も確認した（図 6）．成体及び

幼体については，通常陸域で生活し夜行性である

ため日中は物陰に潜んでおり，水田畦の転石や樹

林の枯木下の他，放置された屋根材（トタン）の

下など，人工物でも確認した（図 7）．

　考察

1．生息環境モデルによる出水平野周辺の生息域推定

今回，カスミサンショウウオが確認された環

境及び植生断面図から，生息環境の共通点として，

丘陵地と平地との境目に見られる「樹林－水路等

－湿地帯の連続性」が挙げられる．特に樹林に隣

接する水域は，水路や溜め池であることにより，

水深を保持しつつ湧水を貯留するため，冬季でも

水が枯れにくい．このような水域は，一部コンク

図 7．日中の隠れ家（上：成体 /水田畦の転石；下：成体 /屋根材，幼体 /枯竹）．
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リート化が見られるものの，丘陵地に隣接する水

田では普通に見られ，降雨の少ない冬季に繁殖す

る本種にとって生息条件の一つと考えられる．

また止水産卵性小型サンショウウオ類は，繁

殖地を中心に半径 100 mの範囲を行動圏とするこ

とが知られている．そこで，生息環境モデルに合

致する箇所を φ = 100 mの円でプロットし，出水

平野周辺におけるカスミサンショウウオの「面」

による生息域推定を行った（図 8）．

2．人工構造物への順応性

藤原ら（2011）によると，愛媛県産カスミサン

ショウウオの生態について人工構造物の利用が述

べられている．本調査ではプラスチックトレーや

コンクリート水路，シート張り溜め池への産卵，

日中の隠れ家として屋根材（トタン）の利用など，

鹿児島県産においても同様の生態が確認された

（表 2）．これらの事象から，カスミサンショウウ

オは人為的影響に対してひじょうに順応性が高い

と考えられる．しかし人工構造物を利用した生活

において，特に産卵及び幼生期は，①季節による

水温の変化，②降雨時の急激な水位・流速の変化，

③餌生物の不足，④陸域へのアクセスの困難さ等

の諸問題が発生することは容易に予想できる．過

度の開発による乾田化や水路のパイプライン化，

担い手不足による放棄水田の増加等は，水域の減

少や生息環境の分断を引き起こし，結果的に生息

環境の悪化を招くこととなる．したがってカスミ

サンショウウオの生息域における事業では，自然

環境と人工物とをバランス良く取り入れた整備が

望まれる．

本調査により，人為的環境に順応したカスミ

サンショウウオの生活様式が部分的に解明され，

その高い順応性が人間との共生に繋がったと考え

られる．我々の身近に生息する唯一のサンショウ

ウオ類を将来的に保全すべく，今後も更なる生態

解明に努めたい．

図 8．カスミサンショウウオの生息域（推定）．○：φ = 100 m．
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